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インターネットの使用者や興味を持つ人の数を増やした理由の一つに World-¥Vidc. Wcb(以下 W¥V¥Vと呼

ぶ}システム [1]がある。 W¥V¥Vシステムはインターネット殺し (Int.crnctKillcr)と呼ばれることがある。

これは 'W¥VWシステムサーバ、クライアント聞を巨大なトラフイツクが流れるからである。画像、音声な

どの大きくなデータを、クライアントの GUIでのマウスのー操作で転送できる。マルチメディアデータを

HTMLで容易に記述できるので、 ¥VWWシステムは情報発信手段として使われることが多い。一方、情報

の受け側では発信側で用意したハイパーテキストのリンクを辿る以外にハイパーテキストの全貌を知る手

段はない。ハイパーテキストの擬要を自動作成し、この概要を使用者がみて、ハイパーテキスト内に必要と

する情報があるかどうかを判断させる方法について述べる。

1 背景

インターネットの使用者や興味を持つ人の数を増

やした理由の一つに ¥Vorld-¥Vidc-¥Vcb(以下¥V¥VW

と呼ぶ)システム [1]がある。 ¥V¥V¥Vはサーパ・ク

ライアント型のシステムであり、クライアントは通

常、 GUIのマルチメディアのハイパーテキスト用

ピュウアーである。ハイパーテキストデータはサー

パ上に置かれる。 ハイパーテキストのリンクは

別のサーパ上のデータへも張ることができる。 こ

のハイパーテキストの記述雷揺を HTMLと言う。

'VV'VVWシステムはインターネット殺し (Intcrnct

Killcr)と呼ばれることがある。これは ¥¥lWWシ

ステムサーバ、クライアント聞を巨大なトラフイツ

クが流れるからである。画像、音声などの大きく

なデータを、クライアントの GUIでのマウスのー

操作で転送できる。

マルチメディアデータを HTMLで容易に記述で

きるので、 ¥V¥VWシステムは情報発信手段として

使われることが多い。一方、情報の受け側では発

信側で用意したハイパーテキストのリンクを辿る

以外にハイパーテキストの全貌を知る手段はない。

本研究は ¥V¥V¥Vシステムにおいて情報の受け側で

情報の選択方法について提案する。
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2 目的

本研究の目的はハイパーテキストの中に使用者

の欲する情報があるかどうかを知ることを助ける

ことである。ハイパーテキストではリンクの先の

情報に関して、そのリンクの先の情報がリンクを

辿る前にわかっている場合のみリンク先の情報が

使用者が望むものかどうか判断できる。 このた

めにはハイパーテキストのデータを注意深〈作成

しなければならない。 ハイパーテキスト内でキー

ワード検索を行う場合には必ずリシクを辿る必要

がある。ハイパーテキストのデータのリンクはネッ

トワークなので、ハイパーテキストの全体を眺め

るにはループの検出をしながらリンクを辿る操作

を繰り返す必要がある。 ¥V¥V¥Vシステムではハイ

パーテキストデータはネットワークを介して転送

される。 ¥V¥'''l¥Vシステムサーバ・クライアントが

ネットワーク的に近ければ転送時間は気にならな

いがネットワーク的に遠ければ転送時間は有意な

ものとなってくるo従って、¥"1¥"/¥"/システム上の

ハイパーテキストの全体を見るにはリンクを辿る

操作、ループの検出が必要であり、リンクを辿る毎

の待ち時間がかかるので人聞がやるには面倒であ

る。ここではハイパーテキストに自分の欲しい情

報があるかどうかを判断するのに必要な情報を自

動的に(操作なしで)作成することを目指している。

3 方法
ハイパーテキストの概要を自動作成し、この概

要を使用者がみて、ハイパーテキスト内に必要と
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図 1:ハイパーテキストのリンクをハイパーテキス

トで置き換え概要を作る例

する情報があるかどうかを判断させる。以下では、

概要とは何かとどこで概要を自動作成するのかに

ついて述べる。

3.1 概要とは

概要とは次のものを指す。

・内容に関連のある範囲でハイパーテキストの

リンクを、リンクを辿った先のハイパーテキ

ストで置き換えたもの{図 1)から

・人聞がそのハイパーテキスト内に望みの情報

があるかどうかを判断するのに不要な情報を

落とし、

・表現の密度を高めた

ものをいう。

リンクを辿る範囲ハイパーテキストはネットワー

クなのでループカfある。リンクをリンクを

辿ったさきのハイパーテキストに置き換える

ときに、一度置き換えたリンクは置き換えな

いで残して置く o

表現の密度ハイパーテキストのデータ内にはクラ

イアントで表示した時の表現情報{文字の大

きさ、行問、文字種)の指定がふくまれてい

る。表現の密度を高めるとはクライアントの

閉じサイズの画面により多くのハイパーテキ

ストを表示できるにようにすることを言う。

3.2 概要をどこで作るのか

¥VW¥Vシステムのハイパーテキストはインター

ネット上に散らばっている。サーバ上のハイパー

テキストは先頭として参照されることもあれば別

のハイパーテキストの一部として参照されること

もある。

概要を作成する場所としては次の 3点があるo

・各サーバ

・クライアント

・概要作成専用サーバ

各サーバで概要を作る場合というのはクライアン

トからハイパーテキストの先頭があるサーパに対

してそのハイパーテキストの概要を作るように依

頼する。 依頼を受けたサーパはそのハイパーテ

キストからl頓にリンクを辿りリンクをリンク先で

置き換えていく。他のサーパ上のデータを指してい

るリンクにはそのサーバにそのリンクから先の概

要作成を依頼するo この方法ではハイパーテキ

ストのループの検出のためにサーバから他のサー

バへ概要作成を依頼する際にJレープ検出用のデー

タを渡す必要がある。 そのため、 HTTPに変更

が必要であり、全サーバががこの変更に対応する

必要がある。

クライアントで概要を作る場合は使用者が指定

した時にリンクを辿る機能を自動的に実行しリン

クを辿る。 この方法ではクライアントに変更が

必要である。

概要作成専用サーバの場合はクライアントから

専用サーバに概要を作って欲しいハイパーテキスト

の先頭ノードを指定する。専用サーバはこのノード

からリンクを辿りできた結果をクライアントに返

す。 この方法ではHTTPへの変更は必要でなく、

サーバ、クライアントとも既存のものが使える。

サーバ、クライアントともに既存のものが使え

るので概要作成専用サーパ方式を採用した。

4 現状

3で述べたように概要をつくるためには指定され

たハイパーテキストのリンクを開始点とし次の動

作を行う。

・内容に関連のある範囲でリンクを辿り、

・人間がそのハイパーテキストに必要な情報が

あるかどうかを判断するのに不要な情報を落

とし、

・表現の密度を高めた

ここでは現在でのそれぞれ「内容に関連のある範

囲jと「人聞がそのハイパーテキストに必要な情

報があるかどうかを判断するのに不要な情報jと

「表現の密度jをどのように判定/実装しているか

について述べる。
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4.1 内容に関連のある範囲

WW Wシステムのハイパーテキストのリンクに

は他のサーバ上のハイパーテキストを指すリンク

と同じサーバ上のハイパーテキストを指すリンク

との 2種類ある。先頭のハイパーテキストより広

さ優先でリンクを探し、そのリンクのなかでも自

分のサーバ上のデータを指すリンクを優先してリ

ンクとリンク先のデータを置き換える。 この置

き換えを使用者が指定した数を限度として行う。

4.2 人間がハイパーテキストに必要な情報がある

かどうかを判断するのに不要な情報

次のものを必要かどうか判断するのに不要な情

報として概要には含めない。

・画像 (<IHG...>) 

・音声などのハイパーテキストデータでないも

の(HTTPのHEADに対して conten包ーtype:

として'W'W'W/.h回 1/包ext以外を返すもの)

・連絡先 (<AOORESS...>.. </AOORESS>)、

・Hl:・MLのヘッダ部 {<HEAO> ..• </HEAO> 

または相当する部分

画像、音声は文字でないので概要にはなじまない。

連絡先は内容に対するコメントの送り先を書くも

ので、内容には関係ない。 ヘッダ部は内容その

ものではなく、ピュウアーへの情報や内容のタイ

トルなどである。

4.3 表現の密度

表現の密度を上げるために概要の HTl¥.fLに次の

変更を加える。

• <H1>ヘッダを<H2>ヘッダに変更する。

・リスト形式(<OL>， <UL>， <OL>)をコンパクト

リスト形式 (<OLCO阿PACT>，<UL COMPACT>， 

<OL COHPACT>)とする。

ヘッダはハイパーテキストの内容に構造を与える

役割があるのでクライアントで表示されるときに

文字の大きさを大きくし、下線を付ける。 <H1>ヘッ

ダは大見出しである o 表現時にはヘッダの中では

最大の文字サイズで表示される。 このため表現

の密度を下げる。ハイパーテキストの内容の構造

を残しながら、密度を上げるために、大見出しの

みその下の見出しに変更した。 リスト形式はオ

プションでコンパクト形式を持つので、概要では

コンパクト形式とした。

5 評価

ここでは現状での概要作成サーバs 概要作成

サーバの出力についていくつかの点からの評価を

表 1: ht句 ://www.wide.ad.jp/からリンクを辿

る数を 10としたときの転送量など

項目 回数 バイト数 (hytC'i)

Skippcd Imagc 40 2483; 

Skippcd Audio 。 o 
Rctric¥'cd t.cxt. 9 126回 1

Skippcd Unknown 11 

Nnmbcr of omit.tcd click 10 

Nllmhcr of parsc cl'ror o 

NUlUbcr of HTTP Cl'ror 。

行うo

5.1 HTMLのタグのカバレッジ

概要を作るためにハイパーテキストの記述言語

である HTMLの解析を行う。 HTMLのタグのい

くつかを解析部が認識しないので、解析エラーと

なる。ハイパーテキストの先顕で解析エラーとな

ると概要は全く作られない。途中のハイパーテキ

ストの場合はそのリンクは辿られなかったのと同

じとなる。解析部が認識しないタグがある理由は、

HTMLの有効な (DcFact)Standardがないためで

ある。ネットワーク上の多くのハイパーテキスト

はHTMLSpcc 2.0[2]から見ると HTMLSpccに

は存在しないタグ(例<日開ER-NAHE •• .>)を使

い、言語構造としては許きれない入れ子構造(例:

<H1>は<BLOCKQUOTE>、<BOOY>の中でしか使えな

いのだが宅 <UL>の中で使うなど)を使っているもの

が多い。 解析部を作る際に準拠すべき規格がな

い。これは VvWWシステムが発展途上のためとも

みなせるがこのましいことではない。

5.2 転送量， 操作数

概要を作成するために転送したハイパーテキス

トの転送量(コネクションの数)、 f不要と判断し

てj転送しなかった量{開設しなかったコネクショ

ンの数)、出力量は概要を作成するハイパーテキス

トに依存する。表 1にhttp://www..Wide.ad.jp/

からリンクを辿る数を 10としたときの転送量な

どの情報を示す。この例に関しては次のことが言

える。クライアントで画像を常に転送するような

設定の場合と概要作成サーバを使った場合での転

送量、 TCPコネクションの開設数の比は 1/3{同

12683/{12683 + 24837))， 1/6(回 9/{40+ 9 + 11)) 
となる。 TCPコネクションの開設数はコネクショ

ン開設時間として待ち時間に反映する。
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5.3 出力は概要として使えるか?

概要というには量が多くなりがちである。その

原因を述べる。

元のハイパーテキストのデータによるものハイパ

ーテキストによってはいくつかの文字コード

(JIS宅 EUC，S-JIS)のデータをリンクしてい

たり、日本語、英語のデータをリンクしてい

るための場合もある。

概要作成サーバによるもの物理由u御情報、および、

内容も残し過ぎているためとリンクを辿る範

囲にたいして出力量からの負帰還がかかつて

ないためである。残す情報を少なくした試み

として、必要な情報として各ハイパーテキス

トのタイトル (<TITLE>.. </TITLE>)の

みを残し、ハイパーテキストでリンクを辿る

と表示のときにネストするようなものを作成

したがこれでは情報が落ち過ぎていた。 1

5.4 リンクを辿る範囲は関連があるか?

リンクの種類と数だけで制限しているので関連

カfあるとはいいカfたい。

6 今後

今後は野価で不十分であることがわかった点に

ついて改良していく。ここでは改良の方法につい

て述べる。

6.1 リンクを辿る範囲

数ではなく深さに着目してみる先頭の HTMLで

同じサーパ上のリンクを辿る深さ、他のサー

バへのリンクを辿る探さ、他のサーパに移っ

てからそのサーバ上のリンクを辿る探き、他

のサーバに移ってからまた別のサーパへのリ

ンクを辿る深さ、それに同じサーバのリンク

を優先するか、他のサーバはのリンクを優先

するか、どちらも閉じに扱うか を指定でき

るようにする。 この概要作成専用サーバで

ハイパーテキストによらない概要を作るのに

最適な値があるかどうかを調べる。

内容に泊目してみるタイトルの文字列に重なりが

ある場合のみリンクを辿るという概要作成専

用サーバを試作してみる。タイトルの文字列

が指定の文字列だとそのハイパーテキストは

概要に含まないサーパも試作してみる。 こ

1 HT1'Pには内容に閲してあるタグの情報だけを取って〈
る機能がないので一度ハイパーテキスト全体をのデータをもっ
てきてタイトルをとりだす。 したがって表示量/転送置 は
悪い。

の文字列としては What'sNew， Historyな

どを試行する。

6.2 判断に不要な情報

物理制御タグ(< FONT> ， <CODE>)なども落として

みる。ヘッダー情報、それとリスト構造、それにパ

ラグラフの最初の文などを残す概要作成専用サー

バを試作してみる。

6.3 表示量/転送量

常に転送した量(回数)、転送しなかった量(回

数)、それと表示量とのデータを取る。 使い安い

表示を得る最小転送量となるかを検査する。
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8 付録

8.1 HTMLのシンタックスあやまり

物理制御タグと論理制御タグとを入れ子にせづ

に使っている場合がおおい。タグのなかのKEYWORD

=の後ろは必ずダブルクオート"で囲まれていけな

いのだがこれを省略している D 開きタグと閉じタ

グとが組みになっているタグが聞きタグだけであ

る場合が多い。 <HEAD>、<BODY>などが閉じてい

ないことが多い。

8.2 日本顔文字コード

HTMLでは<1>を特別扱いしているo 表示の

際にに〉を表示するには&lt，&gt.の記号を使うo多

バイトコード中にに〉のコードを含む文字コードを

HTMLの中に混在させるのは HTMLの設計思想

に反しているので避けたほうがいい。
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